
 

2013年 10月 30日 

 

 

東洋機械金属㈱との業務提携による新ダイカストマシンを完成 

 

 

宇部興産グループの宇部興産機械株式会社(山口県宇部市 社長 久次幸夫 以下 UBE)は、日立グ

ループの東洋機械金属株式会社(兵庫県明石市 社長 片山三太郎 以下 TOYO)との中国での業務提

携により、小型ダイカストマシンの新シリーズ「UB350iC」初号機 UBE の中国現地法人である宇部興産機

械(上海)有限公司 (以下 USH)にて完成致しました。 

今回完成致しましたのは、市場で最も需要の見込める型締め力 350 トンクラスの現行生産機種： 

UB350Sh3 の後継機として、UBE-TOYO の共同開発により、お互いに実績のある最新技術を織り込んだ

コラボモデルです。 高機能、高剛性、高コストパフォーマンスの設備に仕上げられた、最新鋭グローバル

スタンダードマシンとなっています。 本機は、本年 10 月 USH において開催される内覧会を皮切りに、中

国国内で本格的な販売を開始致します。同時に、韓国、東南アジア、インドといった中国国外へも順次販

売開始予定です。 尚、2014 年度の販売目標 は 36 台を予定しております。 

 

 

 

 

【UB350iC ダイカストマシン外観】 

 

 

 

 



 

【UB350iC ダイカストマシンの特徴】 

 

電動サーボバルブ：S-DDV 

・全速度領域で多段速度制御(10 ポイント設定)が可能。  

マルチメタルプレッシャー制御  

･高速射出能力を維持したまま、30～100%(オプション選択時)の広範囲なメタル圧制御を実現。 

メータイン・メータアウト回路 

・射出速度安定化。 ショックレススタートによりスリーブ内乱流防止。  

スタビライズド D フレーム 

・高度 CAE 解析により射出 D フレームを最適形状設計。チップ・スリーブの長寿命化に貢献。  

高剛性型締装置 

･高精度、高剛性型締装置により、1 ランク上位機種の金型にも対応。 

ヒューマンマシンインターフェイス：CastNavi Lite 

･大型 12.1 インチカラータッチパネルを搭載。画面スイッチ化してコンパクト操作盤を採用。 

 

 

 



         


